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事業評価監視委員会

(令和元年度 第２回)

事業評価対象事業の一覧表及び位置図



令和元年度 第2回　事業評価対象事業の一覧表

（再評価）

No. 事業種名
前回評価

年度
(新規採択）

再評価
理由

事業概要

Ｈ２９

⑥

一体評価
実施のため

●概要　：  国道４２号の海南市冷水から海南市藤白までの災害
時における交通混雑の緩和及び交通安全の確保、交通混雑の緩
和を目的とした延長１．１ｋｍの道路
●事業化年度　： 平成１９年度
●全体事業費　： 約６１億円
●事業の進捗　： 約８３％（平成３１年３月末）
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

Ｈ２９

⑤

10%を
超える
事業費
の増加

●概要　：  国道４２号の有田市野から海南市冷水までの災害時
における交通の確保及び交通安全の確保、交通混雑の緩和を目
的とした延長９．４ｋｍの道路
●事業化年度　： 平成２０年度
●全体事業費　： 約 ６１９億円
●事業の進捗　： 約３５％（平成３１年３月末）
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

2 道路事業 Ｈ２９

⑤

10%を
超える
事業費
の増加

●概要　：  国道１７６号の西宮市山口町山口から宝塚市栄町３丁
目までの交通混雑の緩和及び交通安全の確保、異常気象時の通
行確保を目的とした延長１０．６ｋｍの道路
●事業化年度　： 昭和６０年度（１、２、３工区）
　　　　　　　　　　  昭和６３年度（１－１、１－２工区）
●全体事業費　： 約１，０１１億円
●事業の進捗　： 約９２％（平成３１年３月末）
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

3 道路事業

地域高規格
道路

琵琶湖西
縦貫道路

一般国道１６１号
湖西道路
（真野～坂本北）

（Ｈ２６
　新規採択）

②

事業採択後
5年間が

経過

●概要　：  国道１６１号の大津市真野大野から大津市坂本までの
交通混雑の緩和及び交通安全の確保、救命救急活動の支援、観
光振興の支援を目的とした延長６．６ｋｍの道路
●事業化年度　： 平成２７年度
●全体事業費　： 約８９億円
●事業の進捗　： 約３２％（平成３１年３月末）
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

4 道路事業 Ｈ２９

⑤

10%を
超える
事業費
の増加

●概要　：  国道８号の野洲市小篠原から栗東市手原までの交通
混雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長４．７ｋｍの道
路。
●事業化年度　： 昭和５７年度
●全体事業費　： 約６５０億円
●事業の進捗　： 約３６％（平成３１年３月末）
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

［再評価理由］

①：事業採択後３年間が経過した時点で未着工の事業

②：事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

③：準備・計画段階で３年間が経過している事業

④：再評価実施後５年間が経過している事業

⑤：社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

⑥：道路事業・街路事業における一体評価を実施するため、再評価時期を前倒しする事業

事　業　名

一般国道８号
野洲栗東バイパス

一般国道１７６号
名塩道路

1 道路事業

一般国道４２号
有田海南道路

一般国道４２号
冷水拡幅



事業評価対象事業の位置図
赤字：再評価

冷水拡幅
有田海南道路

名塩道路

湖西道路（真野～坂本北）

野洲栗東バイパス


